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埼玉県衛生研究所

～県民の健康と生命をしっかり守ることを目指して～

彩の国 埼玉県



衛生研究所の設置目的と業務内容

衛生研究所は、埼玉県における衛生行政の科学的、技術的中核機関として、県民の疾病予防、
健康の保持増進、公衆衛生向上のために、調査研究、試験検査、研修指導及び公衆衛生の情報
等の収集・解析・提供等を行っています。
この機能を充実強化するために、腸管出血性大腸菌などの細菌、インフルエンザウイルスやノロ
ウイルスなどのウイルスの遺伝子検査及び食品中の残留農薬や危険ドラッグなどの微量化学物質
分析の検査機器を整備するとともに、正確な検査結果をだすための検査業務管理の国際標準化を
図り、県民の健康に寄与する衛生研究所を目指しています。
また、県民の健康に重大な影響を及ぼすような健康危機が発生したときには、保健所等の関係行
政機関と緊密な連携をとって、適切かつ迅速な対応を図っていきます。

試験検査

調査研究

・行政検査：法令に基づく検査、原因究明を目的とした検査等
・依頼検査：県民・事業者からの依頼による試験検査

・所費研究：衛生研究所運営費による研究
・助成金研究：厚生労働省等の補助金を活用した調査研究
・委託研究：国の機関の委託による研究

研修・指導
・職員向け専門研修：衛研セミナー、感染症情報センター研修
・関係機関等向け：講師派遣、研修生受入

公衆衛生情報の
収集・解析・提供

・感染症情報の収集・解析・提供
・地域健康情報の分析・提供、国民健康栄養調査
・研究情報・保健衛生情報の提供

検査の信頼性確保
・内部点検・内部精度管理・外部精度管理
・ＧＬＰ（優良試験所基準）研修

県民の疾病予防 健康の保持増進

公衆衛生の向上

理化学検査 微生物検査



沿革

昭和２８年 ４月 大宮市（現さいたま市）吉敷町に庁舎を新設し、試験・検査・研究業務を開始

昭和４７年 ５月 浦和市（現さいたま市）上大久保に移転

平成１３年 ４月 保健所及び市場衛生検査センターの検査機能を衛生研究所に一元化するとともに

春日部支所及び深谷支所を設置

平成１６年 ４月 埼玉県感染症情報センターを本庁から移管

平成１８年 ３月 春日部支所を統合

平成２６年 ４月 深谷支所を統合し、比企郡吉見町江和井に移転

組織

研修・講習 情報収集・解析・提供

総 務 担 当

企 画 ・ 地 域 保 健 担 当

感 染 症 疫 学 情 報 担 当

臨 床 微 生 物 担 当

ウ イ ル ス 担 当

食 品 微 生 物 担 当

精 度 管 理 担 当

生 活 衛 生 担 当

食 品 化 学 担 当

薬 品 担 当
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案内図

埼玉県衛生研究所

〒３５５－０１３３
埼玉県比企郡吉見町江和井４１０番地１

電話：０４９３－５９－８３９０
FAX：０４９３－５９－８１４３
URL：http://www.pref.saitama.lg.jp/

soshiki/b0714/index.html

mail：p534995@pref.saitama.lg.jp

ＪＲ北本駅から「川越観光バス」荒川荘行き
「衛生研究所・健康づくり事業団前」バス停下車徒歩１分

感染症情報センター

埼玉県衛生研究所内には、埼玉県感染症情報センターが設置されています。
感染症情報センターでは、県民の健康の保持増進のため、日頃から第一線の公衆衛生機関である
保健所のほか県庁、県内外の自治体、国と連携して感染症情報の収集・解析・提供を行っています。
活動の中心である感染症発生動向調査の流れを図に示しました。
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